
 

 

 

 

 

 

 

すっかり秋になりました。みなさま、いかが

お過ごしでしょうか。朝晩の冷え込みが厳しく

なっていきます。どうぞ体調管理に気をつけて

下さい。 

さて、和歌山西組では、キッズサンガという

行事を年に１回行っています。キッズとは、こ

どものこと。そしてサンガとは、インドの古い

言葉で仏教集団のことです。それをあわせて、

こどもの仏教集団という造語です。 

以前は、日本のいたる所で、日曜学校と名の

り、お寺で子どもたちが集まり、たのしく過ご

しながら、仏法にであう機会がありました。 

おじいちゃん、おばあちゃんに連れられてお

寺にお参りした子どもたちも多く、お寺の境内

でよく遊んだという方も多かったことと思いま

す。しかし、近年、核家族時代に入り、若い人

が都会で暮らすようになり、少子化も伴い、お

寺と無縁、仏教と無縁という子どもたちが増え

てまいりました。 

こうした時代環境に対して、僧侶はもちろん

のこと、門信徒が一丸となって、仏の子として

子どもたちを育んでいこうという取り組みが、

キッズサンガの運動です。        

これは、十数年前の話ですが、奈良でのこと、

東京から息子さん家族が郷里に戻ってこられま

した。しかし、お孫さんが、仏間にまったく入

ることができないといわれました。お孫さんが

怖がるそうです。それはまさしくお仏壇がある

からだそうです。実は、お仏壇に限らず、お寺

も、お墓も、遺影の写真も近くに行くことさえ

だめだというのです。 

 

 

 

 

 

 

 

東京では、仏縁に遇える機会がなかったので

しょう。郷里に戻って、初めて、仏さまや先祖

いわゆる生死という世界に触れられたのかもし

れません。しかし、そのままではいけません。

仏さま、また先祖を恐怖でしか、みることがで

きないということは、今生をむなしく過ぎてし

まうことになりかねません。年を重ねれば重ね

るほど、私たちは、生死を感じて生きていかな

ければなりません。仏さまが自分を見守ってく

れる存在と信知し人生を歩むのか、仏さまを恐

怖の存在として歩むのか、大きく違ってしまい

ます。恐怖心からは、感謝の心が生まれること

はありません。今生のお別れのとき、手を合わ

せることができる人生をおくれることは、とて

も大事なことなのです。 

仏教で、無畏施（むいせ）ということばがあ

ります。これは、他者に対して、布施（ほどこ

し）を行う仏道の一つで、「何ものにも畏れる

ことのない確信を与える」という意味です。 

仏さまは、大施主になると誓われています。

仏さまに見守られている子どもたちが、お寺や

お仏壇の前が安らぎの場となれるように、楽し

く育んでいきたいと思います。  釋 芳英 

 

 

 

 

 

 

 

 

安楽寺たより         

  我 ( 如来 ) 無量劫 ( 永遠 ) において、大施主 ( 施し ) となりて、普く諸々の 

貧窮 ( 困り苦しんでいるもの ) を済はずは、誓ひて正覚 ( さとり ) を成らじ。 
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